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学肥料を使うことにより， マチヘのあこがれや劣等感を癒そうとしたのではな

かったろうか。

最近の傾向は現境問題などを考慇して， 肥科の急激な溶解を抑制する被覆肥

科（樹脂や硫黄などで化成肥料をコ ー ティングしたもの）や緩効性肥料に販売

椎進の重点を骰くメ ー カ ー も多い。 また， 牒産物のロ ー コスト化に対応しよう

とする業者は， 施肥法の改善などで環境破壊とのパランスを取ろうと努力して

いる。 化学肥料ではないが， 最近の有機栽培プー ムに乗った有i幾質肥科や堆肥，

さらに関連する商品の盆要は急激に増加している。

3. 水稲機械 水稲栽培の機械化， 特に田植機の普及ほど牒村の娯観を変化させたものはな

植え栽培に い。 人手不足が深刻になっていた昭和40年代初め頃の田植作業は大変であった。

おける施肥 ほかの地方から来てくれる早乙女さんの確保が困雅になっていたから， 日当が

上の問題点 邸騰するのは当然としても， 翌年も来てもらうために食事， 休憩時の茶菓子の

種類まで気を使い， 帰るときには土産まで持たせなければならなかった。 そん

な事Illを知らなかった私はうっかりと田植をしている奥さんに，「たくさんの

早乙女さんが来てくれて今年は楽ですね」と言って叱られたことがある。「EB

植の時は誰よりも早く起きて朝食の準備をし， 田植も早乙女さん以上にがん

ばって， 茶菓子や昼食の用慈に走って帰り， 夜はいちばん最後に風呂に入る。

一人で何人分の働きをせんと来年来てくれない。 このときだけは百姓をやめた

くなる」というのである。 非牒家にとってのどかな風物詩のようにみえる田植

作業は牒家にとっては戦争と同じであった。

わたしが田植機を見たのは昭和42-43年のことであった。兵,Ii県篠山で手押

し式の田/[I(!幾メ ー カ ーのデモンストレ ー ションを見たのだ。 か細い苗が手植で

行なうのと同じように， しかも数倍も早く植えられてゆく。 隣で見学していた

牒家に「これで普通に収獲できたら楽ですね」とllllいたら，「秋にもう一度見

て良かったら買うことにするか」といっていた。 現実にはこの田植機が牒家に

淋入されるのは2-3年後のことであり， 手押し式でなく動力式であった。 こ

の晋及はきわめて早く， 数年後には手植による田植はほとんど見られなくなっ

ていた。

農村に新しく技術が普及するのに数年しかかからないというのは非常にまれ

なことと思っている。 田植機はそのまれな一つであろう。 通常は旧来の技術に

固執するといってもよいほどのこだわりを持っているものである。 神戸大の堀

尾氏は， このようなこだわりの強弱を「メンタル ・インビ ー ダンス」という/fl




























